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と
も
か
く
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
埋
も
れ
た
話
が
以
外
に
多
く
、
い
さ
さ
か
呆
れ
て
い
ま
す
。
２

現
在
各
地
で
民
話
を
見
つ
め
直
す
運
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

私
の
作
品
に
も
勿
論
民
話
は
あ
り
ま
す
が
、
単
な
る
民
話
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
あ
る
程
度
史
実

に
基
づ
い
た
話
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
史
実
に
基
づ
い
た
も
の
と
言
っ
て
も
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
、
言
う
な
れ

掌
編
の
歴
史
小
説
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

あ
ま
り
専
門
的
に
な
ら
ず
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
、
誰
に
で
も
ご
く
気
楽
に
読
ん
で
い
た
だ
け

著
者
阿
形
賢
一

まえがき

ば
掌
編
の
歴
史
小
説
と
い
豆

あ
ま
り
専
門
的
に
な
ら
ず
、

る
も
の
に
し
た
つ
も
り
で
す
。



(1)

お
き
く

一
二
、
阿
菊
の
生
涯

四
、
エ
ビ
ノ
の
怪

五
、
烏
取
り
物
語
㈹

六
、
た
す
け
て
く
れ
－

き
よ
う
し

一
一
、
孝
子
物
語

、
大
川
物
語
も
く
じ

（
そ
の
一
）
厭
沿
剛
例

（
そ
の
一
一
）
あ
わ
て
者
の
大
川
参
り

ま
え
が
き

(3０
川側

側

伽

３もくじ



伽

十
二
、
忠
犬
物
語

十十九
一

、、

七
、
乙
丸
の
恩
返
し

と
た
て

八
、
戸
閉
祭
り

よ
も
誉
茂
太
郎
の
キ
モ

仏
像
の
泣
き
声

、
蟻
通
し
物
語

（
そ
の
一
）
老
人
の
知
恵

（
そ
の
二
）
冠
淵
の
由
来

(92）
(170

十
三
、
命
び
る
い

十
四
、
土
丸
城
裏
話

十
五
、
遊
女
の
墓

十
六
、
十
兵
衛
狸

側 側
010 (82）側
川

側 側
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あ
と
が
き

叶
わ
な
か
っ
た
恋

桑
原
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原
側

小
栗
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道
物
語

十
七
、
叶
わ
な
か

く
わ
ぱ
ら
く
わ
ぱ
ら

十
八
、
桑
原
桑
原

十
九
、
小
栗
街
道

剛
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